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本書のねらい

1994（平成 6 ）年12月10日から、国際連合が採択した

「世界の先住民の国際10年」が始まりました。

北海道立アイヌ民族文化研究センターでは、1995（平

成 7 ）年度より、「国際10年」への取り組みの一環とし

て、アイヌ文化について紹介するパンフレットを刊行

することにいたしました。

第 1 巻目は、まずアイヌ語をとり上げ、文法のあら

ましや簡単な日常会話の紹介をはじめ、アイヌ語地名、

現代の伝承、復興までの動きなどにも触れています。

小さなパンフレットですが、アイヌ文化の理解を深

めていただくとともに、アイヌ文化に関心を持たれた

方々の手引きになれば幸いです。

ポン カンピ ソシ
pon     kanpi -sos  → 小冊子
小さい 紙 束

イタク→話す、言葉itak
＊アイヌ語は、アコロイタクまたはアンコロイタクと言います。

私たちの言葉
この小冊子は、環境に配慮した用紙を使用しています。
古紙配合率100％
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［1］アイヌ語とは

アイヌ語の成り立ち

アイヌ語はどのようにして成り立ったのでしょうか。アイヌ語と日本語はどのよう

な関係があるのでしょうか。

アイヌ語と日本語がもとは同じ言葉だったという人もいます。しかし、今のところ

正しいアイヌ語の知識と研究方法に基づいて、十分な根拠を示している説はありませ

ん。「カムイ」と「神」のように似た言葉も多少ありますが、それらは借用語かもしれ

ません。

また、その周辺の言語である日本語・朝鮮語（韓国語）・サハリンのニブフ語など

の言語もその成り立ちがわかっていません。アイヌ語の成り立ちは、日本語と同じよ

うにまだ未解決のままといえます。

The History of the Ainu Language:

Like many other languages of the Far East region, such as Japanese, Korean and Nivkh of Sakhalin,
the origin of the Ainu language is unknown.
Since the Meiji era, due to the Japanese assimilation policy toward the Ainu, the Ainu language had
been used less and less for everyday communication. However, during this period, some Ainu people
have made an effort to record both what they have heard from others and their own knowledge of the
Ainu language and oral tradition.
Since 1970', Ainu language classes have taken place in the form of small study groups. At present,
Ainu language lessons are held at 12 sites in Hokkaido, and they are operated by the Ainu Association
of Hokkaido. A text book, Akor itak, was published in 1994 and is being used at these lessons.
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アイヌ語の歴史

明治時代以降、日本語による教育をはじめとするアイヌ民族の同化政策が押し進め

られ、アイヌ語は日常生活から急速に姿を消していきました。大人のアイヌの集まり

などでは、自然にアイヌ語が口をついて出ましたが、子どもたちには、その将来を考

えて、アイヌ語より日本語を身に付けさせようとする親が多かったといいます。

その結果、しだいにアイヌ語は「滅びゆく言葉」とみなされるようになりました。

日本においてアイヌ語研究の基礎を築いたといわれる金田一京助さんや久保寺逸彦

さんなども、基本的にはこのような認識を越えることはありませんでした。

しかし、こうした時代の中でも自らペンをとってアイヌ語の記録を残しているアイ

ヌの人たちがいます。登別市幌別出身の知里幸恵さんは『アイヌ神謡集』（1923）を世

に送り出しています。幸恵さんのおばの金成マツさんは、膨大なユーカラ（ユカラ）

筆録ノートを残しています。また、弟である知里真志保さんは、北海道大学で教鞭を

とりながら、アイヌ語を言語学的に研究し、『アイヌ語法概説』など、数々の著作を

残しましたが、大著『分類アイヌ語辞典』の執筆中に早世しています。

そのほか、門別町の鍋沢元蔵さん、静内町の佐々木太郎さん、白糠町の貫塩喜蔵さ

んなどは、自らのアイヌ語知識や、周囲の伝承を記録することに情熱をそそぎました。

このような人たちの取り組みが、次代の新しい流れの基礎となっています。
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アイヌ語についての記録と辞典

アイヌ語についての文献上の最初の記録は、1621（元和7）年に松前に渡ったイ

タリアのイエズス会の宣教師アンジェリスによるものとされています。彼がロー

マ法王のもとに送った報告書に、54語のアイヌ語が含まれています。また1643（寛

永20）年には、オランダ人のフリースが、樺太と北海道に寄港してアイヌ語の記録

を残しています。

18世紀には、ロシアのクラシェニンニコフによる北千島アイヌ語の語彙集（285

語）、フランスのラ・ペルーズによる樺太での記録（160語）、日本で最初のまとま

ったアイヌ語彙集『もしほ草』（上原熊次郎、約2,700語）などが知られています。

1875（明治8）年に出版されたドブロトヴォルスキーによる『アイヌ語―ロシア

語辞典』は、『もしほ草』などのそれまでに刊行されたさまざまな資料をまとめ、

さらに彼自身が樺太で集めた項目を加えて編集されたもので、見出し語は1万語を

超えています。

1938（昭和13）年には、北海道で布教活動をしていた聖公会のイギリス人バチ

ェラーが『アイヌ・英・和辞典』の第4版を刊行しました。この辞書は項目数約2万

におよび、日本語訳の誤りなどいろいろな問題が指摘されながらも、今もなおア

イヌ語の研究には欠かせない文献の一つになっています。

ここ数年、あらたな調査や研究の成果に基づくアイヌ語辞典の刊行が始まり、

アイヌ語の学習・研究の状況はこの点でも大きく変わりつつあります。

もしほ草 アイヌ・英・和辞典

5











方言と地域

アイヌ語は、おおまかに北海道・樺太・北千島・東北北部の 4 つの地域の方言に分

かれると考えられています。そのうち、東北地方の北部で話されていたはずの方言は、

ほとんど資料がないままに、単語や文法がわからなくなってしまいました。また千島

列島の北の方で話されていた方言についても、1,000語ほどの単語の記録しか残されて

いません。

北海道と樺太の方言とでは、発音や単語などがかなり異なっています。道内でも、

地域によって単語や文法などに多少の違いがあります。しかし、青森から鹿児島まで

の日本語の方言の違いに比べて、道内のアイヌ語の方言の違いは、それほど大きくあ

りません。

北海道の方言を、西南部の方言グループと東北部の方言グループなどに大きく分類

することもできます。また、同じ北海道の中でも宗谷地方の言葉は、樺太の方言に近

いと言われています。

千歳市（西南部） 本別町（東部） ライチシカ（サハリン）

おじいさん エカシ ekasi エカシ ekasi ヘンケ henke

大きい ポロ poro ポロ poro ポロ poro

鹿 ユク yuk ユク yuk ユフ yuh

おばあさん フチ huci フチ huci アハチ ahci

～と一緒に トゥラ tura トゥラ tura トゥラ tura

どこから フナクワ hunak  wa オノン onon ナハワ nah wa

～を運ぶ ルラ rura ルラ rura ルーラ ruura

日本語では、東京の山の手の方言をもとにして標準語がつくられ、教育やマスコミ

などで広められてきました。しかし、アイヌ語には現在のところそうした標準語のよ

うなものはありません。アイヌ語教科書『アコロ イタク』は、北海道内のさまざまな

方言の学習のために利用できるようになっています。このパンフレットでは、特に断

らないかぎり、十勝地方の本別町で話されている方言に基づいて説明しています。

10



�

3

1

2

4

56

7

8
9

10

11

サハリン（樺太） ク
リ
ル（
千
島
）列
島

カムチャツカ半島

シュムシュ（占守）島
主なアイヌ語方言と調査地
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1 シュムシュ 7   帯広

2 ライチシカ 8   平取

3 宗谷 9   千歳

4 名寄 10  幌別

5  美幌 11  八雲

6  旭川

＊ 1 は鳥居龍蔵『千島アイヌ』、9 は中川裕『千歳アイ
ヌ語方言辞典』、その他は服部四郎編『アイヌ語方言
辞典』による。
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●ト to「湖・沼」につく単語

ここでは、特にト to というアイヌ語地名を代表にさせて解説しますが、これは「湖」

や「沼」などの幅の広い意味があります。「～の湖」や「湖の～」というように、「湖」

の前後に動詞や名詞がついています。もちろん、「川」や「山」なども同じような仕組

みで成り立っています。

ト　to

「湖・沼」

ポロ poro 「大きい」

ポン pon 「小さい」

オンネ onne 「老いる」

タンネ tanne 「長い」

パラ para 「広い」

プッ put 「口」

キサラ kisar 「耳」

ヤ ya 「岸」

エトク etok 「奥」

オロ or 「所」

●アイヌ語の意味からきた地名

●タンネ・ト tanne-to 「長い・沼」 長沼　ながぬま（長沼町）
●ポロ・ト poro-to 「大きい・湖」 大沼　おおぬま（七飯町）
●ユク・ルペシペ yuk rupespe「鹿・山越え路」 鹿越　しかごえ（南富良野町）

大沼





アイヌ語の音に当てられた漢字のいろいろ ＊印は、旧地名を表します

●モ・ペッ mo-pet 「小さな（静かな）・川」

紋別　　もんべつ　（紋別市）

門別　　もんべつ　（門別町）

●シ・ペッ si-pet 「ほんとうの（大きい）・川」

士別　　しべつ　　（士別市）

標津　　しべつ　　（標津町）

●オンネ・ペッ onne-pet 「老いた（大きい）・川」

温根別　おんねべつ（士別市）

遠音別　おんねべつ（斜里町）

●クマ・ウシ kuma-us-i クマ・ウシ　「物干し・多くある・所」

熊石　　くまいし　（熊石町）

熊牛　　くまうし　（標茶町、清水町の地名）

●モ・イワ mo-iwa 「小さな・山」

茂岩　　もいわ　　（豊頃町）

萠和　　もいわ　　（大樹町）

藻岩　　もいわ　　（札幌市内の山の名）

●ノカ・ピラ noka-pira 「形象（のある）・崖」

糠平　　ぬかびら　（上士幌町内の地名、川の名、湖の名）

額平　　ぬかびら　（平取町内の川の名。平取町と日高町の境

界にある山）

●サラ・プッ sar-put 「葦原・口」（サラ・プトゥ　sar-putu 「葦原の口」）

＊佐瑠太　さるふと　（門別町富川町の旧名）

猿払　　さるふつ　（猿払村）
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＜アイヌの物語について＞

●萱野茂『カムイユカラと昔話』小学館（1988）

全部で51編を収録しています。昔話は日本語

訳を、カムイユカラ（神謡）にはカタカナ表記

のアイヌ語も併記している読みやすい本です。
●片山龍峯編『カムイユカラ』片山言語文化研究所（1995）

6 編の神謡がカタカナとローマ字のアイヌ語だけで表記され、詳細な解説書と録音

テープがついています。
●知里幸恵『アイヌ神謡集』岩波書店（1978）

ローマ字表記によるアイヌ語と日本語が対訳になっている文庫本です。
●久保寺逸彦『アイヌ叙事詩　神謡・聖伝の研究』岩波書店（1977）

124編の物語とその詳しい注解を収めた専門的な文献です。
●『岩波講座　日本文学史　第17巻　口承文学2・アイヌの文学』岩波書店（1997）
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